
 

 

［教材名］ ［学部］ 

氷絵の具 小学部 

［教科等］ ［教育課程］ 

図画工作 自立活動を主とする教育課程 

［教材写真］ ［ねらい］ 

 ・「つめたい」や「とける」感覚を体験することで児童の表出を引き出す。 

・少しの力で、持ち手を動かしたり氷を滑らせたりして描画することができる。 

［使い方］ 

・持ち手をもって動かしたり、バットの中を転がしたりして用紙に色付けをす

る。 

［工夫した点］ 

・色水を凍らせ、溶けると色が出てくるようにした。 

・持ち手を、棒ではなく、ゴムやひも状の輪  にして持ちやすくした。 

・比較的大きな氷塊を作ることで、制作にゆっくり取り組めるようにした。 

 




